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A3号メータパルスレビータの実用化(弟2報)
Development of Meter PulseRepeater(2nd Report)
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内 容 梗 概

第1報(1)で電話交換における帯域時間登算装置(以下ZZZ装置と略称する)の中心局集中用各種機

器の構成を紹介し,A2号メータパルスレビータ,ZA3号レビータの特性について記載したが,その

後さらに日本電信電話公社技師長室調査課の御指導により2号Hセレクタ,A3号メータパルスレビー

タを完成し,千葉･熊本電話局などに納入し好調に動作している｡本稿ではメータパルスレビータの実

用化に際して問題となった事項およびA3号メータパルスレビータ,2号Hセレクタの特性について報

告する｡

1.緒 言

近郊市外自動即時通話ほ,ZZZ装置を経由し加入者

の直接ダイヤルで相手加入者に接続し,料金は各通話時

(1通話3分間)のほじめに,加入者度数計を複数回動作

させることにより計算する｡個々の電話局にZZZ装置

を設けることほ不経済なのでZZZ装置を中心局に集中

しZZZ装置よりの度数登算パルスを居間中継棟の通話

線を経由して端斤-)に送り,メータパルスレビータでこれ

を中継し,加入者度数計を動作せしめる方式がZZZ装

置の集中である(2)(3)｡

メータパルスレビータの中継方式,回路動作,A2号

メータパルスレビータ,ZA3号レビータの精一性につい

てほ第1報(1)で述べたが,その後A3弓･メータパルスレ

ビータ,2号Hセレクタを製作し,稲毛･検見川･千葉

(稲毛･検見川局の親局)川尻･熊本(川尻の親局)の答

電話局に納入した｡

A3号メータパルスレビータほ,A2号メータパルス

レビータと同株な回路構成であるが,弟l表のごとくメ

第1表 A2号メータパルスレビータとA3号

メータパルスレビータの比較

*
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第1図 A3号メータ/くルス

レビータ

第2図

2号Hセレクタ

一夕パルスの信号方式,メータパルスの送出機器が相違

しており,端局のZZZ呼量が親局のZZZ呼量に比較

して少ない場合や,既設のZZZ装置をもつ電話局に従

局の市外発信呼を集中する場合に使用する｡

2号Hセレクタ,A3号メータパルスレビータの実用

に当って問題となったのほ下記の諸点である｡

(1)2号Hセレクタのメータパルス中継リレーの調

度値

(2)2号Hセレクタのインパルスに対する動作限界

(3)A3号メータパルスレビータの応答信号受

の異常動作

時

2･2号Hセレクタのメータパルス中継

リレーの調度値

A3号メータパルスレビータ㌧-2号HセレクターーZA

l号またほZA2号レビータの系統で市外通話のトレー

ンができた場合,度数登算パルスはZAl号レビータよ

りRT線にブースタパルスが送出され,2号Hセレクタ

のGリレーはこのRT緑へのブースタパルスを受けて動

作し,通話線へこの信号を中継して送出する｡この関係

回路図および動作図を弟3,4図に示す｡

ZA2号レビータほ帯域識別機能をもたず,対地が決
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第4図 メータパルスの伝送動作図
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度数喜十電流

(2号Hセレクタ,ZAl号レビータ間にセレクタ3段挿入)

第5図 メータパルスの中継(Gリレー調度変更前)

まっており,各通話時ごとに決まった同数だけ登算パル

スを送出する｡その場合,2号Hセレクタより何段か中

間のセレクタを経由してZZZレビータに接続する｡.各

セレクタほ,E,DリレーがRT緑に接続されるため

ZZZレビータより送出されるブースタパルスを正確に

伝送せず吸収することがある｡これほセレクタ段数が多

いほど著しい｡弟5図に中間セレクタを3段挿入したた

め3回登算パルスの最初のパルス2個が削られた状態を

示す｡セレクタ段数による2号HセレクタGリレーの電

流ほ弟△図のごとくなるのでGリレー調度を第2表のご

とく変更すると,A3号メータパルスレビータ→2号H
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第6図 セレクタ段数によるGリレーの電流の変化

第2表 2号HセレクタGリレー(Z-1479)の調度

隈柊杭 線漣 巻数
電 流値

旨園/(京風 時 間
感動 不惑動

変更前 ◎
∵
/罰財β 』♂♂ 7J〝r 2J崩 2ク頑 Jイ

J♂イ♂｢て

霊殿
で〝-虎7仰∫

｡憂

q

変更後 ⑳
Z

∠2∫ /♂

封7粛γで

票諾㌫ィ
で〟-J♂〝∫

l

¢

第3表 2号HセレクタGリレーの調度

動作時間復旧時間は48Vを加えて測定した｡

セレクタの稔合ひずみを弟7図のごとく軽減できた｡各

機番の調度値を第3表に,メータパルスの伝送の一例を

第8図に示す｡また動作図からもわかるように,度数登

算パルスはGリレーの動作時間Dリレーの遅緩復旧時間
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第7図 A3号メータパルスレビークー2号H

セレクタのメータパルスの総合時間ひずみ
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第8図 メータパルスの中継(Gリレー調度変更後)

によって規定される｡度数登算パルスの時間を度数計の

動作に必要な125ms以上にするためにほ,A3号メー

タパルスレビータのGリレーのメーク時間ほ125ms以

上でなければならず,ブレーク時間はDリレーの遮緩復

旧時間を125皿S以上に保つように励磁時間を与えてや

るために150ms以上の必要がある(弟9図参照)｡

以上の検討結果から2号HセレクタとZZZレビータ

間にほ,セレクタが3段挿入されても十分安定にメータ

パルスの中継を行うことができることが 証されたっ

3.2号Hセレクタのインパルスに対する

動作限界

セレクタの動作限界は,上昇回転機構の調度,Bリレ

ー,Cリレーの動作時間,遮綬復旧時間によって決まる

が,2号Hセレクタの 作品ほ,Cリレーの遮緩復旧時
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(1)十分励磁後の復旧時間を150ms(規格下限)に調整したとき

(2)十分励磁後の復旧時間を200msに調節したとき

第9岡 Dリレーの励磁時間と復旧時間
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第10図 2号Hセレクタの動作限界

(Cリレー調度変更前)
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第11回 2号Hセレクタ動作限界

(Cリレー調度変更後)

間が不足のため線路の並列抵抗による動作限界が規格値

(14imp/s,38.5%)を満足することができなかった｡

2号HセレクタのCリレーは上昇 磁石と並列に動作す

るため,通常のセレクタのCリレーが上昇電磁石と直列

に動作するのに対し,磁束の立上りが遅くそのため,イン

パルス中保持を継続できなかった｡動作変域図を弟10図
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第4表 2号HセレクタCリレー(Z【1480)の調度

第5表 塞流線輪の

(1)1,000c/slV直流20mA重毘して測定

(2)通話損失,インピーダンス不平衝は前位側50mA,後位側

30mAの直流電流を重畳して測定

月∫買メータノUレスレピ⊥タ

発
信
側

に示す｡これを改善するため,Cリレーの調度をコソネ

クタのEリレーと同 な調度に変更した(第4表)｡変

更後の動作限界を第11図に示すが,規格値を十分にカ

バーする満足すべき結果を示している｡

4.A3号メータ′くルスレビータの応答

信号受信時の異常動作

弟12図の回路でA3号メータパルスレビータの塞流

線輪では被呼老応答までは

2号Hセレクタ(地気-AリレーR,1■--fall=2)】局間

中継線-A3号メータパルスレビータ(RET3,4岬セレソ

ーRE抵抗-e5,4-RETl,2)一周間中経線｢2号Hセ

レクタ(fa9,8-AリレーB,T一電池)と流れる｡被呼加入

者が応答し2号HセレクタのFリレーが動作するとA3

号メータパルスレビータの塞流線輪の電流方向を逆転せ

しめるが,塞流線輪のインダクタソスが大きいため,瞬

間2号HセレクタのAリレーの電流が減少し,Aリレー

が復旧する｡このためa5,4接点の復1日で2号Hセレク

タのFリレーと後位のレビータのAリレーが復旧し,下

記の不整現象が生じた｡現

2胃〟セレクタ

注:花はrの補目カリレー(つ桟史

第12図 A3一号･メ･一夕′くルスレビーータと2号Hセレクタの信号回路

第13図 2号Hセレクタ応答時の異常動作51号C塞流線輪(線路なし)

第14図 2号Hセレクタ応答時の異常動作1号K塞流線輪(線路なし)

在ほ回路変更を行ったの

で,2号HセレクタのAリ

レーがかりに復旧したとし

ても障害は起きない｡

(1)Fリレーの補助リ

レーFAを用いない場合は

Fリレーの復旧で前位への

反転がもとにもどり,その

ときふたたび2芳Hセレク

タのAリレーが矧目し,A

･Fリレーのバイブレーシ

ョンが起る｡

(2)メータパルスの試

験のため,A3-ぢ･試験番号

自動応答装罠に接続された

ときは,2号Hセレクタa5,4

接点の復旧でA3号試験番

号自動応答装柁のインパん

スリレーが復旧し試験を中

断して話中音に切り換え

る｡

舞13図ほ塞流線輪に51

号C塞流線輪を用いた場合

の2･弓･HセレクタAリレー

T,B巻梶の電流波形せ弄す｡

応答時電流値が瞬間増加す

るのほ fa7,8,9,faMわ]‖,12
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接点の3点接触時である｡このような応答時Aリレーの

電流が瞬時低下する現象は,すべての機掛こおいてみら

れるものであり,電流方向が逆転する回路のインダクタ

ソスが低ければ,後位側のAリレーほ復旧するまでにい

たらないo Aリレーの復旧を防ぐためには,塞流線輪の

インダクタンスを必要最少限に低~Fさせればよいので,

塞流線輪は51号C塞流線輪より,1号K塞流線輪にと

りかえた01号K塞流線輪にかえた場合のAリレーの電

流は第14図に示す｡応答時Aリレーの電流がかなり低

下しているが保持電流ほ割らないので,Aリレーが復旧

することはない｡この過渡現象ほ線路が入らない場合い

ちばんほげしいのであり･線路が入ればAリレーの電流

第41巻 第3号

低下は少なくなる｡

1号Kおよび51号C塞流線輪の比較ほ弟5表のとお

りで1号K塞流線輪のインダクタソスほ51号C塞流線

輪の的場であるが通話損失への影響はほとんどなく,イ

ンピーダンス不平衝が約2db悪くなる程度である｡

5.2号Hセレクタ応答表示補助リレー

2号Hセレクタはメータパルスを+線に送出するため

試作時の2号Hセレクタはメータパルス送出中着信側が

受話機をおろした場合,応答リレーFが復旧するとメー

タパルスを送出することができないので,ZAl号レビ

ータにおいていったん被呼加入者が応答した後は,発信
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側が受話機をおろすまで応答表示の補助リレーFを保持

せしめて,通話中2号HセレクタのFリレーが復旧しな

いようZAl号レビータにおいて一部布線変更をする予

定であったが,既設機器の改造を皆無にするため,2号H

セレクタにFリレーの補助リレー,FAリレーを追加し,

通話中ZAl号レビータのFリレーが復旧しても,セレ

クタ復旧までほ前位側への電流供給方向を変えないよう

にした｡変更後の回路を弟15図に示す｡

る.機器の諸特性

A3号メータパルスレビータほメータパルスの信号方

式がA2号メータパルスレビータと異なるだけで,ダイ

ヤルインパルス中継,通話損失,インピーダンス不平衝な

どの特性はA2号メータパルスレビータと同様である｡

る.1ダイヤルインパルスの中継ひずみ

A2号メータパルスレビータ,A3号メータパルスレ

1

l

J挽7 /∠娩7./甜 ∠α汐 ZJ沈7､撒貯

周 波 数 =冶)

第16図 2号Hセレクタの通話損失

直流重畳品位側

Aリレー F巻線

Aリレー R巻線

後位側

･印は機番1

ピータ,2号Hセレクタ各10台の試験値の結果を弟d

表に示す｡これより各スイッチのインパルス中継ひずみ

はほとんど相違ないことがわかる｡

d.2 2号Hセレクタの通話損失

弟1d図に2号Hセレクタの通話損失の周波数特性を

示す｡木精性ほ一般のスイッチと同様であり通話路に直

列となるコンデンサおよび通 路に並列のリレーのた

め,周波数の低いところで損失が増える｡

る.3 2号Hセレクタのインピーダンス不平衝

2号Hセレクタのインピーダンス不平衝度を票=7図
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第17図 2号Hセレクタのイソピーダソス不平衝度

第18図 6 号 H形 セ レク タ シ ェ ル フ 構造図

第19図 6 号 H セ レ ク タ シ ェ ル フ
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に示すが,これより10/JFのコンデンサがインピーダン

ス不平衝度を改善していることがわかる｡インピーダン

ス不平衝の点から容量は2/∠Fでも十分であるが,メー

タパルス送出時の雑音 圧をおさえるためにコンデンサ

の容量ほZA3号レビータ(1)と同様10一"F とした｡

1,800c/s近くで,インピーダンス不平衝変が非常に良く

なっているが,これほAリレー,R巻線のインダクタン

ス,浮遊容量と外部容量Cの絵合インピーダンスがAリ

レーF巻線のインピーダンスと完全に整合したためであ

り,この点で通話損失が大きくなることはない｡

7.6号H形セレクタシェルフ

2号Hセレクタを塔載するため,6号H形セレクタシ

ェルフが仕様化された｡これは2号Hセレクタがメータ

パルス送出回路の10/JFのコンデンサをスイッチベース

に搭載できないため,これをシェルフに塔載したもので

ある｡構造図および外観を弟18,】9図に示す｡

8

メELワ3Aたれさヒイ用笑めたの中

(第48頁よ り続く)

485765

485766

485775

485783

485786

485787

特

一夕パル

言午 と

第41巻 第3号

スレビータ,2号Hセレクタについて設計上問題となっ

た事項および特性iこついて述べた｡現在メータパルスレ

ビータを用いたZZZ装置の集中が各地で実施され自動

即時回線網の経済的な構成に役だっている｡

今後長距離市外通話を加入者ダイヤルで直接接続する

場斜･ま,長距離市外線装眉(4)をタンデム局に集中するの

でメータパルスレビータもZZZ呼とともに料金記録装

置を通る長距離市外呼も扱うよう考慮しなけれはならな

い｡これはメータパルスレビータの今後に残された問題

である｡

終りに終始御指導を賜わった日本 公社接園長

室調査課村源氏,栗田氏,日立製作所戸塚工場中野課長,

野上主任および実験に協力願った京都大学電子工学科蒲

生氏に深謝の意を表する｡
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新 案

最近登録された日立製作所の特許および実用新案

凍 結 防 止 装 置

(その6)

(第115頁へ続く)
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